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旧佐久間小が交流の場に・・・・・３ 

一般質問 ２議員が町政を問う・・４ 

新しい議会構成・・・・・・・・・７ 

議会活動トピックス・・・・・・・８ 

表紙の写真を探して鋸南小学校へ伺ったと

ころ元気な男の子達が「写真撮って！」と

駆け寄ってきたのでパチリ。 

撮ったこちらも“元気”をいただける、偶

然の１枚となりました。 

 議会だよりは町のホームページでも見られます 

議会だよりは、町のホームページに掲載しています。

過去の議会だよりも閲覧可能。 

写真もカラーで見ることができます。 
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２１世紀の子どもたちへ 

教育水準の維持向上をめざして 
 

 

議
員
発
議
案
の 

 

 
主
な
内
容 

 

  

 

議
案
の
主
な
内
容  

  

                              

             

  

総
務
常
任
委
員
会
か
ら
提
出

さ
れ
た
発
議
案
は
、
国
に
お
け
る

平
成
30
年
度
教
育
予
算
拡
充
に

関
す
る
意
見
書
、
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
関
す
る

意
見
書
の
２
件
。 

黒
川
総
務
委
員
長
か
ら
の
提
案

理
由
の
説
明
後
、
全
員
賛
成
で
可

決
し
た
。 

鋸
南
町
議
会
で
は
、
６
月
13

日
、
議
長
名
で
、
内
閣
総
理
大
臣
・

財
務
大
臣
・
文
部
科
学
大
臣
・
総

務
大
臣
あ
て
、
意
見
書
を
提
出
し

た
。 

 

          平
成
30
年
度
教
育
予
算 

 
 

拡
充
に
関
す
る
意
見
書 

少
人
数
学
級
の
実
現
に
関
す

る
こ
と
や
、
保
護
者
の
教
育
費
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
の
義
務
教

育
教
科
書
の
無
償
制
度
の
堅
持

な
ど
７
項
目
を
挙
げ
、
国
財
政
が

厳
し
い
状
況
に
あ
っ
て
も
必
要

な
教
育
予
算
を
確
保
す
る
よ
う

要
望
す
る
も
の
。 

 義
務
教
育
費
負
担
制
度
の 

 
 

堅
持
に
関
す
る
意
見
書 

21
世
紀
の
子
ど
も
た
ち
の
教

育
は
、
国
が
責
任
を
持
つ
と
の
観

点
か
ら
、
教
育
水
準
の
維
持
向
上

と
地
方
財
政
の
安
定
を
図
る
た

め
、
義
務
教
育
国
費
負
担
制
度
を

堅
持
す
る
よ
う
要
望
す
る
も
の
。 

 

             鋸
南
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定 

行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
認
識
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
番

号
利
用
法
）
の
改
正
に
伴
い
、
鋸

南
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
条

文
整
備
を
行
っ
た
。 

 鋸
南
町
過
疎
地
域
に
お
け
る
固

定
資
産
税
の
特
例
措
置
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定 

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措

置
法
の
改
正
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で

固
定
資
産
税
の
不
均
一
課
税
の

対
象
と
な
っ
て
い
た
情
報
通
信

技
術
利
用
事
業
を
対
象
外
と
し
、

農
林
水
産
物
等
販
売
業
を
新
た

に
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
。
平
成

29
年
度
分
固
定
資
産
税
か
ら
適

用
さ
れ
る
。 

                       

議員発議 

意見書提出 

義務教育国費負担制度とは 

子どもの経済・地理的条件や居住地

に関わらず、無償で一定水準の義務

教育を確保するため、地方財政を支

援する制度。国は財政悪化を理由に

減額や制度の廃止に言及している。 

過疎地域と不均一課税とは 

固定資産税は町が自由に税率を決定できる税の１つ

で、法や条例の定めにより特例税率を設けることが

可能。人口減少の激しい過疎地（鋸南町はＨ12 年に

指定）では、特定業種の事業用土地建物、償却資産

については、３年間減額措置をうけることができる。 

 

６
月
定
例
議
会
は
、
会
期
を
13
日
の
１
日
間
と
し
て
開
催
し

た
。
定
例
会
に
は
、
議
員
発
議
と
し
て
、
国
の
教
育
予
算
に
関
連

し
た
意
見
書
案
２
件
を
上
程
し
た
。 

 

一
方
、
町
側
か
ら
は
、
条
例
の
一
部
改
正
案
２
件
と
平
成
29
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
、
合
わ
せ
て
３
議
案
が
上
程
さ
れ
、
計

５
議
案
す
べ
て
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。 

 

一
般
質
問
に
は
、
三
国
、
渡
邉
の
２
議
員
が
質
問
席
に
立
っ
た
。 



 

 

―３― 

      

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号)

に
つ
い
て
は
、
７
，
７
４
０
万

８
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
額

を
41
億
４
，
５
３
３
万
９
千
円

と
し
た
原
案
を
全
員
賛
成
で
可

決
し
た
。 

 

主
な
内
容 

 

議
会
費 

議
員
報
酬
５
％
削
減

に
よ
る
２
５
１
万
４
千
円
の
減

額
。 

総
務
費 

損
傷
の
激
し
い
旧
佐

久
間
小
特
別
教
室
棟
解
体
工
事

１
，
８
１
４
万
４
千
円
、
解
体
後

の
跡
地
に
調
理
施
設
・
倉
庫
・
ト

イ
レ
を
設
置
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
佐
久

間
小
学
校
と
し
て
設
計
委
託
料

４
９
７
万
８
千
円
及
び
工
事
費

３
，
７
７
９
万
９
千
円
を
計
上
し

た
も
の
で
、
国
の
地
方
創
生
拠
点

整
備
交
付
金
50
％
に
よ
り
住
民

の
交
流
及
び
観
光
・
農
業
体
験
に

活
用
。 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助

成
金
１
，
２
０
０
万
円
を
仁
浜 

     

青
年
館
改
築
事
業
に
、
一
般
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
２
５
０
万
円

を
田
町
地
区
屋
台
改
修
事
業
へ

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
助

成
金
に
よ
り
補
助
す
る
も
の
。 

教
育
費 

小
学
校
特
別
支
援
学

級
が
１
学
級
増
の
見
込
み
と
な

っ
た
た
め
教
室
間
仕
切
り
工
事

費
96
万
７
千
円
を
計
上
。 

 

公
民
館
関
係 

30
万
円
の
指

定
寄
付
に
よ
り
図
書
２
０
０
冊

程
度
の
備
品
購
入
す
る
も
の
。 

 

歴
史
民
俗
資
料
館
関
係 

臨

時
職
員
雇
用
に
よ
る
人
件
費
２

０
２
万
８
千
円
を
増
額
。 

         

 

主
な
質
疑 

 

質
疑 

ダ
イ
ニ
ン
グ
佐
久
間
小

学
校
整
備
工
事
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
る
旧
佐
久
間
小
の
将
来

構
想
を
明
確
に
し
、
全
体
が
活
か

さ
れ
る
施
設
を
要
望
す
る
が
、
全

体
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。 

総
務
企
画
課
長 

校
舎
棟
に
つ

い
て
は
自
衛
隊
の
訓
練
基
地
、
体

育
館
は
避
難
場
所
、
特
別
教
室
棟

に
つ
い
て
は
、
拠
点
施
設
と
し
て

新
た
に
ダ
イ
ニ
ン
グ
と
し
て
整

備
を
行
い
、
そ
の
他
に
祭
礼
や
選

挙
の
投
票
所
な
ど
複
合
的
利
用

目
的
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

を
維
持
し
な
が
ら
経
済
活
動
・
交

流
活
動
が
展
開
で
き
る
仕
組
み

を
今
後
検
討
し
進
め
て
い
き
ま

す
。 

質
疑 
佐
久
間
小
特
別
教
室
棟

の
解
体
工
事
費
の
計
上
が
あ
る

が
ア
ス
ベ
ス
ト
は
あ
っ
た
の
か

伺
う
。 

総
務
企
画
課
長 

設
計
書
に
よ

る
と
屋
根
・
外
壁
・
渡
り
廊
下
３

カ
所
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
用
さ

れ
て
お
り
、
解
体
及
び
処
分
代
で

１
２
０
万
円
程
度
が
設
計
に
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 
補正予算 

旧
佐
久
間
小
が
交
流
の
場
に 

 
 
 
 
 

～
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
～ 取り壊される特別教室棟 

小学校 

（校舎棟） 

幼稚園棟 

ダイニング佐久間小学校 

完成イメージ図 

調理施設 

（食材持ち込

み） 

飲食スペース 

 

トイレ 

倉庫 
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しんべえくん 

議会の傍聴はどなたでもできます 
次回の議会定例会は、９月です。 

日程は、広報無線・町のホームページ等でお知らせします。 
傍聴手続きは当日議場受付で住所・氏名・年齢を書くだけです！！ 

                              

                              

      

質
問 

地
方
財
政
の
透
明
性
を
高
め
、
住
民

に
対
す
る
説
明
責
任
を
よ
り
適
切
に
果
た

し
、
財
政
の
効
率
化
・
適
正
化
を
図
る
た
め
、

貸
借
対
照
表
、
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
、
純
資

産
変
動
計
算
書
及
び
資
金
収
支
計
算
書
の
開

示
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
鋸
南
町
の
備
品

管
理
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。 

町
長 

一
般
会
計
分
野
で
は
、
簿
冊
に
よ
る

台
帳
管
理
を
行
い
、
年
１
回
、
年
度
末
に
確

認
を
行
っ
て
い
ま
す
。
水
道
事
業
会
計
、
病

院
事
業
会
計
は
、
独
自
の
会
計
シ
ス
テ
ム
を

運
用
し
、
簿
冊
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

質
問 

こ
れ
ま
で
の
備
品
管
理
に
つ
い
て
の

検
討
、
経
緯
は
。 

町
長 

昨
年
度
、
総
務
企
画
課
に
て
各
課
の

台
帳
を
取
り
ま
と
め
た
備
品
台
帳
を
整
備
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
一
元
的
に
管
理
す
る
こ
と

で
漏
れ
や
紛
失
の
防
止
に
努
め
て
い
き
ま

す
。 

質
問 

備
品
管
理
を
財
務
シ
ス
テ
ム
と
一
体

で
管
理
、
運
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
。 

町
長 

平
成
２９
年
度
末
ま
で
に
、
統
一
的
な

基
準
に
よ
る
財
務
書
類
の
作
成
が
国
か
ら
要

請
さ
れ
て
お
り
、
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
い
る

単
式
簿
記
か
ら
、
通
常
の
企
業
会
計
で
用
い

ら
れ
る
複
式
簿
記
に
よ
る
資
産
・
負
債
の
「
見

え
る
化
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
町
で

は
、
平
成
２６
年
４
月
か
ら
公
認
会
計
士
と
委

託
契
約
を
結
び
、
財
務
書
類
作
成
に
取
り
組

み
、
平
成
２７
年
度
決
算
で
は
、
統
一
的
基
準

に
よ
る
財
務
書
類
の
作
成
が
済
ん
で
お
り
ま

す
。
今
後
、
国
の
方
針
の
変
更
等
が
あ
れ
ば
、

業
務
効
率
化
の
観
点
か
ら
、
固
定
資
産
台
帳
・

公
有
財
産
台
帳
・
備
品
台
帳
を
包
括
し
た
シ

ス
テ
ム
と
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

要
望 

国
が
無
料
の
会
計
ソ
フ
ト
を
提
供
し
て

い
る
の
で
、
職
員
で
で
き
る
よ
う
に
研
究
な
ど

し
て
欲
し
い
。 

       

みかえりちゃん 

三国 幸次 議員 

備
品
管
理
の
現
状
は 

 

国
の
無
料
会
計
ソ
フ
ト
の
活
用
を 

一般質問とは、議員の日常活動と調査・研究・住民の声や考え方を

町長・教育長に方針を問うものです。 

 

６月定例会には、２名の議員から一般質問が行われました。 
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質
問 

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
伴
な
い

生
産
年
齢
人
口
は
４
０
８
３
人(
４８
・
９
％)

と
県
内
で
も
極
め
て
低
く
結
果
的
に
税
収
も

減
少
傾
向
に
あ
る
。
加
え
て
地
方
交
付
税
も

年
々
減
少
す
る
中
で
、
今
年
度
は
幼
稚
園
建

設
等
大
規
模
な
事
業
を
抱
え
、
今
後
も
厳
し

い
財
政
状
況
が
懸
念
さ
れ
る
。
町
で
は
平
成

２８
年
度
行
財
政
改
革
に
取
組
ん
だ
と
聞
く

が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。 

町
長 

２９
年
度
か
ら
①
業
務
の
改
善
②
施

設
等
の
有
効
活
用
③
事
業
の
推
進
④
歳
入
の

確
保
⑤
歳
出
の
削
減
に
よ
る
５
つ
の
指
針
を

柱
に
３
カ
年
で
実
行
し
ま
す
。 

質
問 

５６
項
目
に
よ
る
業
務
改
善
を
検
討

し
た
と
の
事
だ
が
、
指
針
で
は
予
算
等
具
体

的
取
組
み
が
見
え
な
い
。
例
え
ば
保
田
小
は

廃
校
と
な
り
４
年
、
未
だ
に
プ
ー
ル
の
使
用

料
４０
万
円
程
度
を
払
い
続
け
て
い
る
が
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。 

総
務
企
画
課
長 

道
の
駅
保
田
小
学
校
の
駐

車
場
と
し
て
の
構
想
が
あ
り
ま
す
の
で
引
き

続
き
借
用
し
、
今
後
の
方
針
を
検
討
し
ま
す
。 

要
望 

早
期
の
具
体
策
を
要
望
す
る
。 

質
問 

町
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
昭
和
４５
年

建
設
の
危
険
建
物
に
近
い
老
朽
化
施
設
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
３２
世
帯
収
容
施
設
に
対
し
５

世
帯
の
利
用
で
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
や
当
町
の

空
き
家
の
現
状
・
安
全
面
か
ら
見
て
も
廃
止

す
べ
き
と
思
う
が
。 

建
設
水
道
課
長 

家
賃
収
入
４２
万
６
千
円

に
対
し
、
修
繕
及
び
土
地
代
８５
万
７
千
円
の

支
出
で
あ
り
、
空
き
家
の
状
況
を
加
味
し
な

が
ら
入
居
者
と
の
協
議
も
検
討
し
ま
す
。 

質
問 

近
隣
３
市
で
実
施
し
て
い
る
外
部
の

方
を
交
え
た
住
民
目
線
で
の
行
革
推
進
委
員

会
を
設
置
す
べ
き
と
思
う
が
。 

副
町
長 

必
要
に
応
じ
て
推
進
委
員
会
等
設

置
し
ま
す
。 

          

                              

                         

 
渡邉 信廣 議員 

議員 

徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を 

町
民
を
交
え
た
行
革
委
員
会
を
求
め
る 

右から、三国議員・平島議員・笹生議員 

千
葉
県
町
村
議
会
議
長
会 

特
別
自
治
功
労
者
表
彰
を
受
賞 

 

５
月
25
日
、
千
葉
市
内
に
お
い
て
、
千
葉
県
町
村
議
会
議
長
会
第
１
回
定
例
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
の
席
上
、
町
議
会
議
員
を
18
年
以
上
在
職
し
、
地
方

自
治
に
特
に
功
労
が
あ
っ
た
議
員
に
贈
ら
れ
る
、「
特
別
自
治
功
労
者
表
彰
」
の
発

表
が
あ
り
、
鋸
南
町
議
会
か
ら
は
、
三
国
幸
次
議
員
・
平
島
孝
一
郎
議
員
・
笹
生

正
己
議
員
の
３
名
が
、
受
賞
さ
れ
た
。 

 

こ
の
伝
達
式
は
、
６
月

13
日
の
第
３
回
鋸
南
町
議

会
定
例
会
で
行
わ
れ
、
午
後

の
議
会
再
開
前
に
、
議
場
で

小
藤
田
議
長
よ
り
３
名
に

表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
た
。 

 

受
賞
者
は
、「
長
年
、
議
員

と
し
て
活
動
で
き
た
の
は
、

諸
先
輩
議
員
か
ら
の
指
導

や
教
訓
の
賜
物
。
今
後
は
自

分
達
の
経
験
を
後
進
に
伝

え
る
と
共
に
、
一
層
、
議
員

活
動
に
励
み
た
い
。」
と
述

べ
た
。 

廃校になった保田小のプール 
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５
月
９
日
に
開
催
し
た
臨
時

議
会
に
お
い
て
、
伊
藤
議
長
が

先
例
に
よ
り
、
辞
職
願
を
提
出

し
た
こ
と
か
ら
、
議
長
選
挙
及

び
副
議
長
選
挙
を
行
い
、
議
長

に
小
藤
田
一
幸
議
員
、
副
議
長

に
渡
邉
信

議
員
を
選
出
し
た
。

そ
の
後
、
議
会
運
営
委
員
会
、

常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
な

ど
の
構
成
を
行
っ
た
。 

 

ま
た
、
町
長
提
出
議
案
は
、

専
決
処
分
の
承
認
３
件
、
教
育

委
員
会
委
員
の
任
命
１
件
、
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
１
件
の
合
計
５
議
案
。

上
程
さ
れ
た
全
議
案
を
承
認
・

同
意
し
た
。 

   

                           

                           

                  

渡
邉 

信

 
副
議
長 

小
藤
田 

一
幸 

議
長 

 

こ
の
度
、
５
月
９
日
の
臨
時
議
会
に
お
い

て
、
議
長
に
選
出
い
た
だ
き
ま
し
た
。
議
会

が
公
平
に
か
つ
円
満
に
運
営
さ
れ
ま
す
よ
う

誠
心
誠
意
努
力
す
る
所
存
で
す
。 

 

現
在
、
町
が
抱
え
て
い
る
課
題
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
第
一
が
人
口
減
少
の
問

題
で
す
。
こ
の
５
年
間
で
佐
久
間
地
区
と
同

程
度
の
９
２
６
名
も
減
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

ま
ま
続
け
ば
、
町
の
産
業
・
文
化
に
強
烈
な

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
続
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。 

 

町
民
の
皆
様
の
御
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
議
員
と
町
行
政
の
橋
わ
た
し
を
十
分
に

す
る
と
同
時
に
、
議
員
の
力
量
を
高
め
る
た

め
の
研
修
に
も
力
を
入
れ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
町
活
性
化
の
た
め
、
町
民
の
皆
様
の

ご
支
援
・
御
協
力
を
申
し
上
げ
議
長
就
任
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

減
少
・
町
活
性
化
対
策
な
ど
切
実
な
課
題
を

抱
え
て
お
り
ま
す
が
、
国
の
示
し
た
地
方
創

生
に
よ
る
総
合
戦
略
等
に
基
づ
き
、
計
画

性
・
実
効
性
あ
る
魅
力
的
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
、
議
会
と
行
政
が
切
磋
琢
磨
を
し
、
町
発

展
に
全
力
で
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
副
議
長
就
任
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。 

 

 

こ
の
度
、
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
副
議
長

に
選
出
い
た
だ
き
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄

と
同
時
に
、
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お

り
ま
す
。 

 

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議
会
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
小
藤
田
議
長
の
も
と
議
会
の

調
和
を
図
り
な
が
ら
、
町
民
目
線
に
立
っ
た

公
正
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

当
町
に
お
い
て
は
、
少
子
高
齢
化
や
人
口

臨時議会 

町
行
政
と
の
橋
わ
た
し
を 

議
会
と
行
政
が
切
磋
琢
磨
を 
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新しい議会構成 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業常任委員会 議会運営委員会 

委 員 長 緒 方  猛 

副委員長 田久保 浩 通 

委  員 青 木 悦 子 

     笹 生 久 男 

     渡 邉 信  

環境審議会委員 

     笹 生 久 男 

監査委員  鈴 木 辰 也 

 

安房郡市広域市町村圏事務組合議会議員 

      小藤田 一 幸 

      伊 藤 茂 明 

 

鋸南地区環境衛生組合議会議員 

      渡 邉 信  

      黒 川 大 司 

      笹 生 正 己 

      平 島 孝一郎 

 

千葉県後期高齢者医療広域連合議会議員 

      黒 川 大 司 

国民健康保険運営協議会委員 

     青 木 悦 子 

     伊 藤 茂 明 

     三 国 幸 次 

給食センター運営委員会委員 

      田久保 浩 通 

（敬称略） 

消防委員会委員 

     田久保 浩 通 

     笹 生 久 男 

広報特別委員会 

議会事務局・総務企画課・税務住民課

保健福祉課・教育課・会計管理室 

選挙管理委員会・監査委員・固定資産

評価委員会等に関する事務 

 

 

地域振興課・建設水道課・農業委員会

に関する事務 

 

 

議会の開催日程の調整・上程すべき議

案の審査・議会運営に関する事項など 

 

 
委 員 長 黒 川 大 司 

副委員長 伊 藤 茂 明 

委  員 小藤田 一 幸 

     鈴 木 辰 也 

     笹 生 正 己 

     三 国 幸 次 

委 員 長 緒 方  猛 

副委員長 笹 生 久 男 

委  員 田久保 浩 通 

     青 木 悦 子 

     渡 邉 信  

     平 島 孝一郎 

委 員 長 鈴 木 辰 也 

副委員長 三 国 幸 次 

委  員 青 木 悦 子 

     緒 方  猛 

     黒 川 大 司 

     笹 生 正 己 

総務常任委員会 

議会だよりの編集 
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５月２日 議会運営委員会 

５月９日 第２回議会臨時会 

５月31日 議員全員協議会 

６月８日 議会運営委員会 

６月13日 第３回議会定例会 

７月10日 議会広報特別委員会 

そ
ん
た
く 

                              

                              

                              

                              

 
 

編
集
後
記 

 

健
康
維
持
の
た
め
に
時
々
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
る
。 

 

５
３
０
運
動
の
実
施
か
ら
１

ヶ
月
程
た
っ
た
あ
る
日
の
こ
と
。

町
内
一
斉
清
掃
の
か
い
も
な
く

町
道
の
両
脇
の
草
む
ら
に
は
空

き
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
、
目

を
覆
う
よ
う
な
家
庭
ゴ
ミ
が
散

在
。
見
か
ね
て
、
捨
て
ら
れ
て

い
た
レ
ジ
袋
に
ゴ
ミ
を
入
れ
な

が
ら
歩
い
た
。
大
袋
は
満
杯
。

誰
が
捨
て
る
の
や
ら
。
捨
て
る

人
の
心
の
有
り
様
な
ど
を
考
え

つ
つ
良
策
は
な
い
か
と
歩
を
進

め
た
。
人
と
し
て
道
徳
的
観
念

が
育
っ
て
い
な
い
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
飲
食
物
の
手
軽
な

容
器
類
が
ポ
イ
捨
て
と
い
う
行

為
を
助
長
し
て
し
ま
う
の
だ
ろ

う
か
。
自
然
環
境
を
大
切
に
す

る
心
や
ゴ
ミ
を
拾
う
人
の
気
持

ち
な
ど
を
「
忖
度
す
る
」（
他
人

の
気
持
ち
な
ど
を
推
し
量
る
こ

と
）
心
を
育
て
る
こ
と
が
国
づ

く
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
か

と
考
え
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

青
木 

 

議会活動トピックス 

町外からたくさんの参加 

 

 

千葉県町村議会議長会より感謝状 

 

 

 

私たちがつくります！ 

議会だより編集委員（新メンバー） 

よろしくお願いします！ 

６月１８日、観光協会主催の「きょなん白キス

沖釣り大会」が開催され表彰式が行われました。 

６月２３日、千葉県町村議会議長会長を退任さ

れた伊藤茂明議員に、功績により同議会議長会

より感謝状が贈られました。 

７月１０日、議会広報特別委員会で、読みやす

く、分かりやすい紙面づくりを目指していこう

と方針を話し合いました。 

７月７日、市町村議会広報研究会に参加し、議

会広報作成の基本や、編集技術等について研修

しました。 

 議
会
の
日
誌 
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